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至誠（しせい）に込むるみ教えの 五つのおきて身にしめて 

風連中央小学校 校長 野崎師靖  
 

早いもので、2 月も終わりを迎え、来週からは 3 月となります。卒業式や修了式が

間近に迫り、いよいよ 1 年の締めくくりの時期となりました。 

さて、表題は本校の校歌 2 番の歌詞の冒頭に由来します。「至誠」とは、この上な

く誠実であること、すなわち真心を意味します。「五つのおきて」は、儒教の五常の

教えであり、それぞれ次のような意味を持ちます。 

・  仁：人として最も大切な「思いやり」や「優しさ」 

・  義：損得を超えた、人としての正しい道（正義） 

・  礼：相手への思いやりを形にしたもの（礼儀） 

・  智：正しい判断力を持ち、物事を正しく知り、悟ること 

・  信：嘘をつかず、約束を守ること 

中国の古典『孟子』には、「誠は天の道なり。誠を思うは人の道なり。至誠にして

動かざるものは、未だこれ有らざるなり」という言葉があります。我が国でも、明治

維新で活躍した偉人たちは「至誠」を大切にしていたといわれています。 

新一万円札の肖像となる渋沢栄一氏も、その一人です。「日本資本主義の父」と称

される渋沢氏は、「至誠と努力」を信条とし、生涯で 500 を超える企業の設立・運

営に携わりました。彼は、三菱の創始者・岩崎弥太郎の誘いを断り、富を独占するの

ではなく、広く国民と分かち合うことこそが大切だと考えていました。この考え方は、

現代にも通じる重要な価値観といえるでしょう。 

本校の校歌には、風連の子供たちが「至誠」の心を大切にし、「五つのおきて」を

心掛けながら、健やかに成長してほしいという願いが込められています。 

社会の変化が激しく、多様な価値観が入り交じる現代では、思い通りにいかないこ

とも多くあります。しかし、だからこそ、言い訳をしたり、他人や環境のせいにした

りするのではなく、どうすればうまくいくのかを考え、粘り強く取り組む姿勢が大切

です。多くの人と協働し、困難を乗り越えるしなやかさを身につけてほしいと願って

います。 

令和 6 年度も残り一か月となりました。これまでの歩みを振り返りながら、学校・

家庭・地域が連携し、子供たちの成長を支えていくことが何より大切です。日々の学

びや生活の中で、「至誠」の心を忘れず、人とのつながりを大切にしながら、自ら考

え、挑戦し続ける力を育んでいきたいものです。保護者の皆様には、これからも温か

い御支援と御協力を賜りますよう、謹んでお願い申し上げます。 
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４そう思う ３おおむねそう思う ２あまりそう思わない １そう思わない ０判断がつかない 

R6 年度学校評価における保護者アンケートの主な結果について、前回の
続きから、お知らせいたします。 



 

３（月） 全校朝会 ALT来校日 

４（火） 6 年生を送る会 

５（水） 同窓会入会式  市 P連理事会 

7（金）  読み聞かせ（１～３年） 

10（月） ALT 来校日  

17（月） ALT 来校日 

19（水） 第５４回卒業式  

20（木） 春分の日 

24（月） ALT 来校日 

25（火） 修了式・離任式  大掃除 

26（水） 学年末休業（4/6 まで） 

来年度に本校に 

入学する予定の園 

児が、少しだけ、学 

校の勉強を体験し 

ました。はじめは緊 

張した様子でしたが、すぐに慣れ、元気に発表し

たり、chromebook を使ってみたりしました。 

 その間、保護者の皆様には、本校の教育につい

てや入学の準備について説明がありました。 

 記述回答では、運動会の内容や実施時期についての
御意見や特別支援教育の内容についての御意見を頂
きました。 
 今回のアンケート結果と頂いた御意見を参考にしな
がら、次年度には、更によい教育活動を進められるよう
に検討を進めていきたいと考えています。 

今年度で最後となる冬まつりに、4 年生８名が参加し、よさ

こいの踊りを披露しました。 

 校舎前には、雪像 

を作成し、コンテスト 

に参加しました。 

参観日に合わせて 

２年生、４年生、5 年生 

が、給食試食会を実施 

しました。 

 コロナ禍が開けて、 

初めての再開となります。保護者と一緒に食べる給食

は、子供たちにとって、いつもよりおいしく感じられた

ようです。合わせて、栄養教諭より地産地消の取組を

中心に給食に関わる、資料の提供と講話をしてもらい

ました。 


